
©2020（公社）中越防災安全推進機構

協働による避難所運営について

（公社）中越防災安全推進機構

事務局長 諸橋 和行

令和5年度 長岡市防災対策基礎研修会
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資料：避難所運営ガイドライン，内閣府（防災担当）



©2020（公社）中越防災安全推進機構 3

原則的には、「被災者⾃らが⾏動し、助け合いながら

避難所を運営する」ことが求められます。
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平成28年
前震 4月14日（木）夜9時26分
本震 4月16日（土）夜1時25分

熊本地震 震度７の揺れが2回発生
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熊本市役所 電気○ 水道× ガス×

避難所に指定されていない市役所に
避難者が集まっていた
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熊本市東区役所 電気○ 水道× ガス×

電話が鳴りっぱなしで、
立ちながら電話応対に追われていた
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熊本市立A小学校 電気○ 水道× ガス×

日中のグランドに人が並んでいる
夜になると車中泊の車でいっぱい
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熊本市立A小学校 電気○ 水道× ガス×
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熊本市立A小学校 電気○ 水道× ガス×

廊下にビニールシートをしいて
寝泊まりする避難者
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熊本市立B中学校 電気○ 水道× ガス×

座ったきり動けない車いすの人
介助者がいなくてそのまま夜をすごす
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熊本市立C小学校 電気○ 水道× ガス×

ステージの上の物資
とても足りない…
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熊本市立C小学校 電気○ 水道× ガス×

赤ちゃんを抱いたお母さん
「授乳は車の中か廊下の隅で…」
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避難所の運営にかかわる避難者
「物資が足りていない」「人手が欲しい」

→特定の人に負担が集中して運営が続かない

熊本市立D小学校 電気○ 水道× ガス×
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熊本市立E中学校 電気○ 水道△ ガス×

「次の炊き出しはどうしようか」
「ここはみんなで協力してやってるから」
→避難者同士で協力して明るい雰囲気
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熊本市立E中学校 電気○ 水道△ ガス×

行政からの物資ではなく
被災者がFacebookやtwitterで呼びかけた
→北九州市の個人がトラックを手配して搬送
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Q 食料について 解説熊本市立E中学校 電気○ 水道△ ガス×

地震から４日経っても行政の物資はこない
→避難者が中心となって炊き出し
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Q 食料について 解説熊本市立E中学校 電気○ 水道△ ガス×
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足の悪い人がいることを行政に連絡
→介護用ベッドが設置された

発災から２週間後熊本市立E中学校
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普段から助け合える
コニュニティ
であること

避難所運営の
体制づくり
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災害関連死を出さないため

みんなで生き抜くため

避難所運営の目的は？

そのためには誰が運営するのがよいのか？

その後の生活再建につなげるため
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資料：長岡市地区防災センター・指定避難所運営マニュアル
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⾏政職員

施設管理者
地域住民

避難者

災害対策本部

支援要請
状況報告

施設に
関すること

避難者対応
ニーズ把握
物資等の把握

報告支援
地域住民・避難者が
主体となった運営を

避難所における３者の協働体制
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開設直前・直後
時間の経過

災害時の
体制づくり

行政

地域

平時からの
体制づくり
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日常 災害時

避難に助けが欲しい人普段から何らかの支援を
必要としている人

「避難行動要支援者」
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地域社会（ご近所づきあい）が変わってきています

昔ながらの共同体

助け合い

慣習、しきたり

包括的な人間関係

（必然性）

維持する（恩恵を得る）

には労力やコストがかかる

生きてくために必然だった

安全
快適
便利

現在の地域

市場化・システム化

多様なサービス

地域・家族の空洞化

（選択性・自己責任）

自助ができなくなったとき、
災害で社会が機能しなくなったとき、
共同体が空洞化し、むき出しに
なった個人が直撃されてしまう
（孤独死、貧困、格差…）

住みよい地域をどのように作っていくのか
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日常 災害時

地域でどう対処するか住みよい地域をどのように
作っていくか

「地域防災」
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「防災」に取り組む

「防災」 を通じて

「よりよい地域づくり」 を行う

「防災」しか

きっかけが
ないのでは…

「地域防災」
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新潟県中越大震災20年プロジェクト

2004.10.23

（地震発生）

2024.10.23

（20周年）

2023.10.23

（19周年）

21年目

2022.10.23

（18周年）

20年目準備期間

20年目の1年間を
ターゲットに！

公益社団法人中越防災安全推進機構


